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日  時   令和５年９月５日（火）１３：３０～１４：１５  

場  所   学びの里「めいりん」  ２階  洋室（中）  

 

 

 

大野市文化財保護審議会  

 



 

出席者   〇委員５名  

〇事務局３名  

 

会長あいさつ  

    先日、福井県教育庁生涯学習・文化財課の無形民俗文化財担当者から、県

内の無形民俗文化財の保存会の活動が弱体化しているところが多いと聞いた。 

    大野市では、９月２８日に開催される文化財対談会で「神子踊り」が披露

されると聞いて、安心するとともに活発な活動に感心した。  

    披露する場を設けることは保存会の弾みにもなると思う。そうした機会を

増やしていって欲しい。  

 

協議事項  

 １  県外研修行程案について  

  【協議結果】計画案のとおり了承。  

 

 ２  奥越史料第３７号の発刊について  

  【協議結果】執筆者は、国京氏（外部寄稿者）、黒田委員、高津委員の３名。ペ

ージ数が不足する場合は、杉本委員、石蔵会長が追加で執筆。  

        原稿提出期限を、１２月末とする。  

 

 ３  勝山市・大野市文化財保護審議会合同研修会について  

  【協議結果】事務局案のとおりとし、以後は両市事務局で詳細を整える。  

  【協議】  

    事務局：勝山市文化財保護審議会事務局から、従来の両市文化財保護審議

会合同研修会のあり方を変更し、事務局の意見交換としたい旨が伝

えられた。理由は、次のとおり。  

        ①勝山市文化財保護審議会の委員構成を改め、文化財の有識性を

重視するようになっており、行政的な協議に向かなくなった。  

        ②近年の協議事項が実務的なものが多く、事務局による説明に終

始している。  

       事務局としては、この案は実用的なものと考える。なお、両市文化

財保護審議会の交流の機会は維持し、文化財の保護・活用の大きな

動きがあれば、都度、招待・訪問をするようにしたい。また、両市

に関係する事項については、必要に応じて両市文化財保護審議会委

員による現地視察を行うようにしたい。  

       この点については、勝山市の担当者の理解を得ている。  

 

報告事項  



 

 １  文化財を楽しむ対談会  

    事務局：文化財保護審議会委員にチケットを用意している。個別にチケッ

トを購入された委員も、文化財保護審議会委員として用意した席に

着席していただきたい。なお、大野市文化財保存活用地域計画推進

委員を兼ねて務めておられる委員は、地域計画推進委員の席に着席

して欲しい。  

 

 ２  国指定天然記念物「専福寺の大ケヤキ」について  

    事務局：専福寺の大ケヤキが治療を要することは第１回の審議会で報告を

したとおりのため、経過報告を行う。  

       先日、文化庁の調査官による現地指導を受けた。専福寺及び県・市

の要望する事業内容が認められた。その他、土壌が固いことが樹勢

を弱める原因となっていると指摘を受け、土壌改良を追加するよう

アドバイスを受けた。令和６年度の国庫補助事業として採択される

よう整えていく。  

    委員：土壌改良はどのように行うのか。  

    事務局：水圧穿孔法（水圧の力を利用して、土の中に空間を作り土壌をほ

ぐす方法）で行うことで、根を傷つけないようにする。  

 

その他  

 １  中部縦貫自動車道の開通の見込みについて  

    委員：中部縦貫自動車道の勝原インターチェンジ以東の開通はいつか。  

    事務局：まだ公表されておらず、把握できていない。  

 ２  高山祭について  

    委員：高山市での県外研修と、高山祭との関りはどうなるのか。  

    事務局：高山祭当日は混雑することが見込まれ、円滑な視察の妨げになる

と思われるので、開催日を避けて訪問する。  
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